
広報WARABI ● 平成27年２月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● １月１日現在人口：72,288人 前月比  －33人
 　　　　　　　　　   男 36,720人　女 35,568人
　　　　　　　　　 世帯数：36,003
　　　　　　　　　 人口密度：14,174人／km２

2015/平成27年
わらび・765

地域や学校への愛着を深める
中央東郷土資料室オープン！
　再来年（平成29年）に創立50周年を迎
える中央東小学校。その歴史を学べる
郷土資料室が、1月14日にオープンしま
した。校内で保存していた机やテレビ
のほか、地域のかたからいただいた機
織り機や農具などに触れながら、児童
たちは当時の蕨に思いを馳せています。

～今月の特集～
 ◦地域包括
　　　　支援センター
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皆
さ
ん
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

こ
れ
は
、「
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
る
た
め
に
必
要
な

支
援
体
制
」
の
こ
と
で
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
我

が
国
で
は
、
今
後
も
高
齢
者
人
口
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と

地
域
の
医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど
が
連

携
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な

く
提
供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
上
で
連
携
の
調
整
役
や
高
齢
者
の
相

談
窓
口
、
介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
平
成
18
年
の

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
設
置
さ
れ
、

主
に
左
記
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

～地域包括支援センター(南町２丁目)を増設～

　高齢化が進むなか、高齢者が安心して暮らせるよう、市ではサービスの充実に取り組むと
ともに地域全体で支えあえるまちづくりを進めています。その一つとして、４月には地域包
括支援センターを増設します。今月は同機関の役割や増設に伴う変更点などを紹介します。

支えあい　　安心して
　ずっと暮らせるまちに
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安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
目
指
し

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
整
備

業務内容は大きく以下の４つ
①�総合相談・支援（高齢者に関する
生活全般の悩み・相談への支援）
②�権利擁護（成年後見制度の紹介や
高齢者虐待への対応など）
③�包括的･継続的ケアマネジメント
（ケアマネジャーへの支援や関係
機関との連携のサポートなど）
④�介護予防ケアマネジメント（要支
援者・今後、要介護状態となるお
それのある人への介護予防の支援）

＜地域包括支援センター＞

民生委員・児童委員
石
いし

川
かわ

 とみ子
こ

さん　藤
ふじ

井
い

 康
やす

榮
ひろ

さん
蕨戸田歯科医師会　金

かね

子
こ

 直
ただ

司
し

歯科医師（中央）

羽
は

根
ね

田
だ

 高
たか

洋
ひろ

歯科医師（左） 山
やま

岡
おか

 昌
まさ

彦
ひこ

歯科医師（右）

地域包括支援センター
伊
い

東
とう

 光
みつ

枝
え

看護師　荒
あら

井
い

 敏
とし

江
え

保健師

地域の介護事業者
金
かね

子
こ

 道
みち

子
こ

さん　森
もり

田
た

 喜
き

代
よ

美
み

さん

地域の高齢者

蕨戸田市医師会

福
ふく

田
だ

 幸
さち

子
こ

看護師　飯
いい

野
の

 朗
あき

子
こ

医師

歯科・口腔

介　護

生活支援

医　療

住まい 相　談

介護予防

→
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京浜東北線

（仮称）
蕨市第二地域包括
　　　　支援センター

（仮称）
蕨市第一地域包括
　　　　支援センター

北町地区

錦町地区 中央地区

南町地区

塚越地区★

★

　高齢者の皆さんやその家族
の介護・心配ごとに関するご
相談をお受けします。どこに

相談してい
いか分から
ないときは
まずは地域
包括支援セ
ンターへ。

　

蕨
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
、
錦
町
３
丁
目
の
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
な
ど
が
中
心
に
チ
ー
ム
と
な
り
、

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
か
ら
の
年

間
約
３
０
０
０
件
に
及
ぶ
相
談
や
介
護

保
険
の
要
支
援
者
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
の
ほ

か
、
ぴ
ん
し
ゃ
ん
教
室
や
認
知
症
予
防

講
座
と
い
っ
た
介
護
予
防
に
関
す
る
事

業
な
ど
を
展
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
「
身
近
で
頼
り
に
な
る
存
在
」
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
っ
そ
う
の
高
齢
化
の
進

行
や
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
新
た

な
事
業
展
開
な
ど
に
よ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
更
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の

ほ
ど
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
増
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　骨折をしたのがきっかけで地域包
括支援センターを利用し始めました。
介護保険の手続きの相談や、身の上
の話までいろいろと聞いてくれて頼
りになります。新しい施設が南町に
出来ると聞き、とても心強いです。

　地域包括支援センターのぴんしゃ
ん教室(介護予防)に３年ほど前から
通っています。自分のペースで運動
できるし、他の参加者ともお話がで
きて、毎回楽しみにしています。ぜ
ひ皆さんにもお勧めしたいですね。

宮
みや

澤
ざわ

 綾
あや

子
こ

さん
南町１丁目・90歳

松
まつ

岡
おか

 佑
ゆう

明
めい

さん
中央４丁目・80歳

頼れる地域包括の増設歓迎介護予防教室で楽しく運動

3　広報WARABI

身
近
で
高
齢
者
の
心
強
い
味
方

蕨
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
に
市
内
２
か
所
目
が
開
設

よ
り
細
や
か
な
施
策
の
推
進
へ

　

市
内
２
か
所
目
と
な
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
第
二
包
括
）
は
、

南
町
２
丁
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
蕨
」（
４
月
開
設
）

内
に
設
置
さ
れ
、
事
業
者
は
公
募
に
よ

り
決
定
し
た
「
社
会
福
祉
法
人
ぱ
る
」

で
す
。
今
後
、
２
つ
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
高
齢
者
支
援

の
強
化
や
認
知
症
対
策
、
介
護
予
防
な

ど
に
つ
い
て
、
よ
り
細
や
か
に
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
増
設
に
伴
い
、
４
月
か
ら
南

町
と
塚
越
に
お
住
ま
い
の
か
た
は
第
二

包
括
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
認
定
の
要
支
援
１
・
２
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
中
の
か
た
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
順
次
、
ご
説
明
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
ず
っ
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
―
。
そ
う
し
た
ま
ち
を

目
指
し
、
市
で
は
今
後
も
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
次
期

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
な
ど
に
基
づ
き
施
策
を
展
開
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
あ
え
る
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳
細
＝
介
護
保
険
室（
433
・
７
７
５
６
）

特集：地域包括支援センター

計
画
的
に
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
推
進

南町２－32－20（特別養
護老人ホームいきいきタウ
ン蕨内）運営＝社会福祉
法人ぱる�詳細＝介護保
険室（☎433・7756）

錦町３－３－27（総合社会
福祉センター内）運営＝蕨
市社会福祉協議会�詳細＝
同センター（☎434･6721）

　〇南町･塚越地区＝仮称・蕨市第二地域包括支援センター（新設）
　〇錦町･中央･北町地区＝仮称・蕨市第一地域包括支援センター（既設）

４月以降、南町・塚越地区を担当する
　　　　　　　　　　　地域包括支援センターが変わります

※第二地域包括支援センターの連絡
先は決まりしだい、お知らせします

困ったらまずはお電話を
（☎434･6721）

→

→

→

新 設

既 設

JR
蕨駅
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リポート　そこが知りたい

〈106〉

申告はお早めに

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
り
ま
す
〕

▼
木
製
洋
風
テ
ー
ブ
ル　

幅
65
㌢

×
高
さ
38
㌢
×
奥
行
き
１
１
０
㌢ 

使
用
感
あ
り　

価
格
応
相
談　

取

り
に
来
て
く
れ
る
人
≪
篠
原
・
緯

080
・
６
８
１
８
・
０
７
５
３
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
安
部
・

緯
080
・
３
７
５
８
・
４
０
１
７
≫

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
15

分　

火
・
木
曜
日（
男
性
の
み
）＝

午
前
７
時　

城
址
公
園
≪
平
田
・

緯
090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流・談
話
） 

月
１
回
木
曜
日　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
前
９
時
半　

同
館 

満
５
歳
以
上
≪
浅
野
・
緯
080
・
９

６
６
０
・
１
９
４
６
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
彩
友
会
（
油
絵
・
デ
ッ
サ
ン
）　

金
曜
日　

午
前
10
時　

北
町
公
民

館　

月
２
０
０
０
円　

初
心
者
歓

迎
≪
新
井
・
緯
431
・
５
１
１
７
≫

→から新保和生さん（中央４丁目）が新たに人権擁護委員に就任しました　詳細＝市民活動推進室（緯433・7745）

Ｐ
シ
テ
ィ
で
、
12
日
か
ら
３

月
16
日
ま
で
開
設
さ
れ
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　

皆
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
の

た
め
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
16

日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
、
自

治
会
館
に
て
受
け
付
け
ま
す

（
図
２
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、

東
・
下
蕨
・
南
の
３
つ
の
公
民

館
に
出
張
申
告
会
場
を
設
置

し
ま
す（
日
程
は
表
１
参
照
）。

　

こ
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

今
年
１
月
１
日
現
在
、
蕨
市

に
居
住
し
て
い
た
人
、
ま
た

は
、
市
内
に
事
務
所
・
事
業

所
・
家
屋
敷
の
あ
っ
た
人
で

す
。た
だ
し
、確
定
申
告
を
し

た
人
や
、収
入
が
給
与
の
み
、

公
的
年
金
の
み
の
人
の
う
ち
、

支
払
者
か
ら
支
払
報
告
書
が

提
出
済
み
で
、
所
得
控
除
の

追
加
が
な
い
人
は
、
申
告
は

　

国
に
納
め
る
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
を

確
定
申
告
と
い
い
ま
す
。
個

人
事
業
主
や
給
与
を
２
か
所

以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
な

ど
は
こ
の
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
医
療
費
控
除
や
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
な
ど
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
も
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
川
口
市
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ 所

得
税
、
市
・
県
民
税

申
告
受
付
は
今
月
中
旬
～
３
月
16
日

　
今
月
中
旬
か
ら
、税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
税
金
は
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
税
金
の
申
告
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

不
要
で
す
。
ま
た
、
税
法
上

で
同
居
の
親
族
の
扶
養
に
な

っ
て
い
る
人
は
、本
来
、申
告

書
の
提
出
義
務
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に

影
響
す
る
た
め
、
申
告
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
単
身
赴
任
や
就
学

な
ど
に
よ
り
、
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
に
対
し
て
常
に
生
活

費
を
送
金
し
て
い
る
な
ど
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

同
居
し
て
い
な
い
親
族
も
扶

養
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
に
は
、
印
鑑
、
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
昨
年
中
の
収

入
や
所
得
を
証
明
で
き
る
書

類
、
控
除
対
象
と
な
る
も
の

（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
）
の
領
収
書
や

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
、
学
生
証
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
支
払
金
額
の

合
計
と
、
保
険
金
等
で
補
填

さ
れ
た
金
額
の
事
前
の
集
計

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

各
申
告
会
場
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
申
告
書
の
作
成
が
で
き
る

か
た
に
は
、
郵
送
で
の
提
出

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
に
つ

い
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）で
も
、
作
成
・
印
刷

が
可
能
で
す
。
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
入
力
を
進
め
る
と
、

自
動
で
税
額
が
計
算
さ
れ
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
＝
確
定
申
告
は
西
川
口

税
務
署（
緯
253
・
４
０
６
１
）、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
税
務

課
（
緯
433
・
７
７
０
７
）

図１ 所得税及び復興特別所得税の
　　　　　　確定申告受付会場と日程

京
浜
東
北
線

SKIPシティSKIPシティ

国
道
１
２
２
号
線

産
業
道
路

蕨
駅

川口総合高校

（川口市上青木3-12-18）

市民会館

自治会館
（中央5-13-2）

↑蕨駅

長泉院
卍

中山道本町通り

市
役
所
通
り

駅
前
通
り

図2 市・県民税申告受付会場と日程

自治会館市役所

日程＝2月12日～3月16日
※土・日曜日は休み
（2月22日・3月1日は受付可）
時間＝午前9時～午後4時

表1　出張申告会場と日程
2月25日
26日 東 公 民 館

午前9時～
　午後4時

3月4日 下蕨公民館 午前9時～
　　　正午

3月5日 南 公 民 館 午前9時～
　午後4時

自治会館＝2月16日～3月16日
※土・日曜日は休み
（2月22日・3月1日は受付可）
時間＝午前9時～午後4時

所
得
税
の
確
定
申
告
は

「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」へ

市
・
県
民
税
の
申
告
は

市
内
の
各
受
付
会
場
へ

自
宅
で
書
類
を
作
成
し

郵
送
で
も
申
告
が
可
能
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門出祝う蕨発祥の祝典
　

20
歳
の
門
出
を
祝
う
、「
第

69
回
成
年
式
」
が
、
１
月
12

日
、市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

４
１
４
人（
対
象
６
６
９
人
）

が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
新
成
人
が「
青
年
の
主
張
」

や
「
20
歳
の
誓
い
」
な
ど
を

発
表
し
た
ほ
か
、
旧
友
や
恩

師
な
ど
と
の
再
会
を
喜
び
合

い
な
が
ら
、
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ノ ー ベ ル
化 学 賞白川博士が講演

蕨市社協で新春餅つき

　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

の
白し

ら

川か
わ

英ひ
で

樹き

博
士
を
お
招
き

し
、「
蕨
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
授
業
」が
１
月
15
日
、

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
３
中
学
校
の
２
年
生
に

博
士
は
化
学
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
や
研
究
、
開
発

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
、
訪
れ
た
５
６
０
人
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
、
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で「
新
年
・
新
成

人
を
祝
う
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
同
施
設
に
通
う
障
害

者
の
皆
さ
ん
が
、
一
年
の
健

康
を
願
っ
て
元
気
に
き
ね
を

振
り
、
つ
い
た
お
餅
は
６
臼

12
㌕
。参
加
者
１
０
０
人
は
、

新
成
人
４
人
の
門
出
を
お
祝

い
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
お

餅
に
頰
を
緩
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
消
防
本
部
で

「
蕨
市
消
防
出
初
式
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
火
災
時
を
想
定

し
た
消
防
職
員
に
よ
る
救
出

訓
練
や
消
防
団
員
の
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
小
学

生
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
の
表
彰

式
な
ど
を
実
施
。
参
加
し
た

２
７
７
人
は
、
こ
の
一
年
の

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

年初めに誓う安全安心

生協と見守り協定締結
　

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
を

目
的
に
、１
月
21
日
、生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
事
業
者
の
配
達
時

に
商
品
や
郵
便
物
が
ポ
ス
ト

に
堆
積
す
る
と
い
っ
た
異
変

を
察
知
し
た
際
、市
の
ほ
か
、

緊
急
性
に
応
じ
て
警
察
署
や

消
防
署
へ
の
通
報
な
ど
、
必

要
な
措
置
が
図
ら
れ
ま
す
。

▼
北
町
ア
ー
ト
ア
ト
リ
エ（
工
作
） 

幼
児
＝
月
曜
日　

午
前
11
時　

市

内　

１
回
８
０
０
円　

小
学
生
＝

金
曜
日　

午
後
４
時
半　

北
町
公

民
館　

月
３
８
０
０
円
≪
大
矢
・

緯
090
・
９
９
５
２
・
７
６
５
８
≫

▼
英
書
を
読
む
会　

金
曜
日　

午

前
10
時　

中
央
公
民
館　

月
５
０

０
円
≪
住
谷
・
緯
432
・
４
１
６
５
≫

▼
合
気
道
無
為
会　

月
・
木
曜
日 

午
後
７
時　

市
民
体
育
館
か
第
二

中
学
校　

月
１
０
０
０
円
≪
壷

内
・
緯
441
・
１
０
７
２
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

築
地
居
留

地
と
築
地
場
外
市
場
巡
り　

３
月

14
日　

１
５
０
０
円　

説
明
会
あ

り
≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・

４
２
９
５
≫

▼
江
戸
あ
る
き　
原
宿
・
明
治
神
宮

を
経
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク

見
学　

７
日
・
12
日
・
14
日
か
ら
選

択　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

蕨
駅

改
札
口
集
合　
７
０
０
円
≪
富
山
・

緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
セ
ピ
ア
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

17
日　
午
後
１
時
15
分　
文
化
ホ
ー

ル
く
る
る　

６
０
０
円
≪
菊
池
・

緯
080
・
８
８
９
６
・
２
９
７
５
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

７
日
・

19
日
・
25
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３
≫

▼
剣
道
体
験
教
室　

２
月
・
３
月

の
土
曜
日（
３
月
21
日
を
除
く
）　

午
後
５
時　

市
民
体
育
館　

１
０

０
円
程
度（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
持
参
≪
わ
ら
び

剣
友
会
・
鍛
冶
畑
・
緯
090
・
９
８

４
８
・
１
７
５
４
≫

ご利用ください人権擁護委員制度／毎月第３金曜日に人権相談を実施しています　相談無料・秘密厳守　１月→

　

３
年
前
に
来
日
し
た
ス
ン

バ
さ
ん
は
西
ア
フ
リ
カ
の
マ

リ
出
身
で
す
。
蕨
に
は
結
婚

を
機
に
１
年
半
前
に
越
し
て

き
て
、
昨
年
10
月
か
ら
中
央

公
民
館
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
仮
名
の
読
み
書
き

を
勉
強
中
で
す
が
、「
点
々

（
濁
点
）が
付
く
と
分
か
ら
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
の
」と
、日
本

語
特
有
の
表
現
に
苦
戦
中
。

で
も
、「
早
く
漢
字
も
習
い
た

い
」と
、意
欲
満
々
で
す
。
理

由
を
伺
う
と
、「
言
葉
を
学
べ

ば
み
ん
な
の
気
持
ち
が
分
か

る
で
し
ょ
！
」と
、に
っ
こ
り
。

持
ち
ま
え
の
陽
気
さ
で
、
教

室
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
広

げ
て
い
る
ス
ン
バ
さ
ん
で
す
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 マリ
中央６丁目・22歳

クリバリー
スンバさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

５月31日に投開票
～市長選・市議選を同時に実施へ～

　蕨市選挙管理委員会が先月９日に
開催され、今年予定されている蕨市
長選挙（任期満了６月４日）、蕨市議
会議員一般選挙（同７月19日、定数
18）を過去３回（平成15年・19年・23
年）と同様に、同時に実施すること

とし、５月
24日告示、
５月31日投
開票に決定
しました。

詳細＝選挙管理委員会（緯433・7759）
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お
母
さ
ん　

ワ
ラ
ビ
、
ち
ゃ

ん
と
歯
を
磨
い
た
？

ワ
ラ
ビ　

も
ち
ろ
ん
だ
よ
。

僕
は
む
し
歯
ゼ
ロ
だ
も
ん
。

お
母
さ
ん　

そ
の
調
子
ね
。

口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康

に
深
く
関
係
し
て
い
て
、
た

い
せ
つ
な
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

へ
ぇ
～
。
な
ん
だ

か
興
味
が
湧
い
て
き
た
よ
。

お
母
さ
ん　

私
も
詳
し
く
知

り
た
い
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

こ
ん
に
ち
は
。
今

日
は
ど
う
し
ま
し
た
か
？

ワ
ラ
ビ　

歯
や
口
の
健
康
に

つ
い
て
聞
き
に
き
ま
し
た
。

保
健
師　

８
０
２
０
運
動
は

元
気
な
歯
や
口
が
あ
な
た
の
体
の
活
力
源
に

口
腔
保
健
を
推
進
す
る
条
例
が
４
月
に
施
行

ご
存
じ
で
す
か
？

ワ
ラ
ビ　

80
歳
ま
で
、
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
残
す
こ
と

を
目
指
す
運
動
だ
よ
ね
。

お
母
さ
ん　

自
分
の
歯
で
、

し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
る
こ

と
は
、
栄
養
面
に
も
脳
の
活

性
化
に
も
い
い
ん
で
す
よ
ね
。

保
健
師　

は
い
。
口
腔
の
健

康
は
、肥
満
・
糖
尿
病
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
や
認
知
症
の

予
防
に
も
な
る
な
ど
、
体
全

体
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
重

要
な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

な
に
よ
り
食
生

活
が
充
実
す
れ
は
、
い
き
い

き
と
し
た
毎
日
に
も
つ
な
が

り
ま
す
も
ん
ね
。

ワ
ラ
ビ　

じ
ゃ
あ
、
歯
も
口

も
健
康
で
い
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？

保
健
師　

年
齢
や
状
況
な
ど

に
応
じ
た
継
続
的
な
予
防
が

大
事
な
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
も
、
乳
幼
児
対
象
の
歯
科

健
診
や
フ
ッ
化
物
塗
布
を
実

施
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

毎
年
、
学
校
に
も

歯
医
者
さ
ん
が
来
て
、
歯
を

診
て
く
れ
て
い
る
よ
。で
も
、

大
人
は
ど
う
し
て
い
る
の
？

保
健
師　

市
で
も
、
30
歳
・

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

の
か
た
な
ど
に
、
歯
周
疾
患

検
診
の
受
診
券
を
配
布
す
る

と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
一
人
ひ

と
り
が
意
識
を
持
つ
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

親と子の
ニュースの
小窓

歯と口の健康づくりで
健康密度も

日本一のまちへ
　市では、地域ぐるみでの歯科口腔
の健康づくりに向けて、蕨戸田歯科
医師会と連携し、さまざまな取り組
みを進めています。４月からは、「蕨
市歯科口腔の健康づくり推進条例」
が施行されます。皆さんも日頃の習
慣や予防について考えてみませんか。

両
親
学
級
の
妊
婦
歯
科
健
診
で
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
も
予
防

お
母
さ
ん　
「
健
康
ま
つ
り
」

と
同
時
開
催
の
「
歯
ッ
ピ
ー

わ
ら
び
」
で
も
、
積
極
的
に

啓
発
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

保
健
師　

こ
う
し
た
取
り
組

み
と
と
も
に
、
保
健
事
業
を

い
っ
そ
う
推
進
さ
せ
よ
う
と
、

４
月
か
ら
「
蕨
市
歯
科
口
腔

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。

保
健
師　

最
近
、
妊
婦
さ
ん

の「
マ
イ
ナ
ス
１
歳
」か
ら
の

む
し
歯
予
防
が
子
ど
も
に
も

よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、こ
の
条
例
で
は
、

妊
娠
期
及
び
乳
幼
児
期
か
ら

高
齢
期
ま
で
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

な
る
ほ
ど
～
。

お
母
さ
ん　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
で
、

健
康
密
度
も
日
本
一
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
ね
。

歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び
で
は
毎
年
、
歯
磨
き
指
導
や
各
種
測
定
な
ど
を
実
施

問
い
合
わ
せ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
431
・
５
５
９
０
）
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　

　　南町３丁目

真
ま

歩
ほ

ちゃん
（１歳５か月）

岩
いわ

澤
さわ

　拡
こう

介
すけ

さん　
祐
ゆ

紀
き

さんの
長女　　　　

　　錦町１丁目

乾電池の出し方について／使用済みの乾電池は市役所・各公民館・図書館などの回収場所にある赤色のかごに出→

　
「
最
近
、
い
や
い
や
期
が

始
ま
っ
た
真
歩
。
少
し
で
も

気
に
入
ら
な
い
と
、『
や
！
』

と
、
洋
服
の
着
替
え
で
さ
え

も
嫌
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
に
は
、『
か
わ
い
い
～
』と
、

褒
め
て
あ
げ
る
ん
で
す
。
す

る
と
、
満
面
の
笑
み
で
私
や

夫
の
手
を
引
き
鏡
の
前
へ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
始

ま
り
で
す
。
モ
デ
ル
の
よ
う

に
く
る
く
る
と
洋
服
を
披
露

し
て
く
れ
る
姿
に
、
私
た
ち

も
自
然
と
頰
が
緩
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
己
主

張
も
成
長
の
あ
か
し
だ
と
思

う
と
、
う
れ
し
い
も
の
で
す

ね
」と
、母
親
の
祐
紀
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－514－

かるた
ヘルスケア

　

脳
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
で
、
睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
を
つ
か
さ
ど
る
働
き
を

持
ち
ま
す
。

　

最
近
で
は
強
力
な
抗
酸
化

作
用
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
お
り
、
不
妊
治
療
や

癌が
ん

治
療
な
ど
に
も
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
睡

眠
中
に
分
泌
さ
れ
、
起
床
時

に
陽ひ

の
光
を
浴
び
る
と
と
も

に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
パ
ッ
と
目

覚
め
る
リ
ズ
ム
。
こ
れ
が
加

齢
や
就
寝
前
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
で

減
少
し
、
分
泌
を
妨
げ
て
し

ま
い
ま
す
。
規
則
正
し
い
生

活
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用

が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

メ
ラ
ト
ニ
ン

め

　

４
人
一
組
で
直
径
１
２
２
㌢
、
重
さ

１
㌕
の
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
ず
に
サ
ー
ブ

や
レ
シ
ー
ブ
を
繰
り
返
す
、「
キ
ン
ボ
ー

ル
」。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
な
こ
の
競

技
に
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
子
ど
も

た
ち
が
挑
戦
中
で
す
。
１
月
19
日
、
南

小
の
児
童
21
人
は
ル
ー
ル
の
説
明
を
聞

い
た
後
、巨
大
な
球
体
に
触
れ
た
瞬
間
、

そ
の
魅
力
の
と
り
こ
に
。
本
来
の
楽
し

み
方
は
も
ち
ろ
ん
、
目
い
っ
ぱ
い
高
く

投
げ
た
り
思
い
切
り
転
が
し
た
り
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
遊
び
方
も
見
つ
け
心
を

弾
ま
せ
ま
し
た
。
す
っ
か
り
夢
中
に
な

っ
た
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、
新
定
番
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
そ
う
で
す
。

子どもクラブ巨大ボールに膨らむ好奇心
南小学校区

放課後子ども教室

200万人目となった

　

蕨
は
、
か
つ
て
機
織
り
の

ま
ち
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
は
、
文
献
や

書
物
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
、
蕨
市
が
34

件
目
の「
指
定
文
化
財
」と
し

て
指
定
し
た「
機は

た

織お
り

図ず

絵え

馬ま

」

は
、
双ふ

た

子こ

織お
り

と
思
わ
れ
る
反

物
の
糸
染
め
か
ら
販
売
ま
で

の
主
要
工
程
が
４
分
割
で
描

か
れ
て
い
る
た
い
へ
ん
珍
し

い
絵
馬
で
、
蕨
の
歴
史
を
今

に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

温
故
知
新
と
い
わ
れ
ま
す

が
、今
、こ
の
機
織
り
と
い
う

蕨
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
宿
場
ま
つ

り
で
は
、双
子
織
を
Ｐ
Ｒ
す
る

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ふ
タ
コ
」が
誕
生
し
、
そ
れ

と
並
行
し
て
、双
子
織
の
名
刺

入
れ
が
「
彩
の
国
優
良
ブ
ラ

ン
ド
品
」
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
そ
う
し
た
双
子
織
商

品
を
販
売
し
て
い
る
の
は
、

中
仙
道
蕨
宿
や
市
内
の
ブ
テ

ィ
ッ
ク
な
ど
で
す
が
、
新
た

に
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
バ
ッ
グ
な

ど
も
製
作
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
反
響
を
見
な
が
ら
販
路

の
拡
大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
に
は
、現
在
開
発

中
の
わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ

ー
も
販
売
を
計
画
す
る
な
ど
、

蕨
市
で
は
、
全
国
に
発
信
で

き
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
蕨
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

地域資源を活かした
蕨ブランドの創出

77

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は５日です。ただし、３
月は12日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ
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物
や
野
菜
、
せ
っ
け
ん
に

刃
渡
り
５
㌢
ほ
ど
の
ナ
イ

フ
１
本
で
彫
刻
を
施
し
て
い
く
タ

イ
の
伝
統
工
芸
の
一
つ
「
カ
ー
ビ

ン
グ
」。爽
や
か
な
香
り
と
笑
顔
に

包
ま
れ
た
教
室
で
、
カ
ー
ビ
ン
グ

の
魅
力
を
広
め
て
い
る
の
は
大
村

久
恵
さ
ん（
南
町
２
丁
目
）で
す
。

　

10
年
前
、
仕
事
で
訪
れ
た
タ
イ

で
、
料
理
の
飾
り
つ
け
と
し
て
花

や
チ
ョ
ウ
の
模
様
が
施
さ
れ
た
野

菜
を
目
に
し
た
大
村
さ
ん
。
そ
の

美
し
さ
に
一
目
ぼ
れ
し
、早
速
、現

地
の
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
ト
マ
ト
の
皮
に
バ
ラ
の

花
、
ニ
ン
ジ
ン
に
は
葉
っ
ぱ
の
模

様
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
に
は
愛
ら
し
い

ウ
サ
ギ
の
姿
が
―
。
こ
う
し
て
自

身
の
手
で
身
近
な
素
材
が
一
つ
の

作
品
と
し
て
仕
上
が
る
カ
ー
ビ
ン

●広報蕨　№765　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
六
五
号　

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
カービング教室　講師　　　

大
おお

村
むら

 久
ひさ

恵
え

 さん

果

カービングの楽しさ伝えたい

グ
に
瞬
く
間
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
か
ら
技
術
を
学
び
た
い
」と
、

心
に
決
め
る
と
、毎
年
、本
場
タ
イ

に
渡
っ
て
修
行
を
重
ね
る
と
と
も

に
、国
内
の
第
一
人
者
に
師
事
し
、

腕
を
磨
き
ま
す
。
そ
の
後
、
タ
イ

有
数
の
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
で
講
師

の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、

地
元
・
蕨
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

カ
ー
ビ
ン
グ
の
魅
力
は
思
わ
ず

た
め
息
が
漏
れ
る
ほ
ど
の
繊
細
な

美
し
さ
。
大
村
さ
ん
が
滑
ら
か
に

ナ
イ
フ
を
動
か
す
と
果
物
に
鮮
や

か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
描
き
出

さ
れ
ま
す
。「
無
心
に
な
っ
て
集
中

す
る
こ
と
が
私
の
癒
や
し
の
時
間

で
す
」と
、笑
顔
で
語
る
大
村
さ
ん

は
現
在
市
内
の
教
室
で
月
５
回
、

20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
世
代

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。「
誰

も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
空
間
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
素
材
が
生
ま
れ
変

わ
る
驚
き
や
上
達
す
る
喜
び
を
伝

え
る
大
村
さ
ん
。「
皆
さ
ん
が
楽

し
む
姿
が
私
の
栄
養
で
す
」
と
、

同
じ
時
間
を
共
有
で
き
る
幸
せ
を

日
々
、実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
大
村
さ
ん
は
、「
知
識
や

経
験
が
生
か
せ
れ
ば
」と
、旭
町
公

民
館
の
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
で
講
師

を
務
め
る
な
ど
地
域
活
動
に
も
意

欲
的
で
す
。「
新
た
な
出
会
い
が
楽

し
み
な
ん
で
す
」
と
、
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
に
鮮
や
か
な
彩
り
と
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
刻
み
続
け
ま
す
。

メロンやスイカが鮮やかな装飾品に

輝

いて
ます

　
「
蕨
中ち
ゅ
う

東と
う

カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
」
は
、

平
成
16
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
武
術

の
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
、
小
学
生
か

ら
60
代
ま
で
、
会
員
30
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
や
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、

毎
週
土
曜
日
（
５
歳
以
上
＝
午
前
11

時　

市
民
体
育
館　

小
学
生
以
上
＝

午
後
１
時　

同
館　

小
学
生
～
18
歳

＝
午
後
５
時　

中
央
東
小
学
校
）
に

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

カ
ン
フ
ー
と
い
う
と
、
格
闘
技
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
形
に
合
わ
せ
て
技
を
披
露
す
る
演

舞
で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
触
れ
合

い
を
深
め
た
り
運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
た
り
と
、
目
的
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ

る
「
蕨
市
武
術
太
極
拳
交
流
大
会
」

な
ど
の
発
表
の
場
を
共
通
の
目
標
に
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
フ
ー
は
ど
な
た
で
も
心
身
と

も
に
健
康
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
高
橋
（
☎
080
・

６
６
９
０
・
２
１
２
１
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。ま
た
、14
日
に
は
無
料
体

験
「
は
じ
め
て
の
カ
ン
フ
ー
レ
ッ
ス

ン
」（
午
前
11
時 

市
民
体
育
館
）を
行

い
ま
す
。申
込
不
要
で
す
。い
っ
し
ょ

に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

高
たか

橋
はし

 知
ち

紗
さ

 代表

世代も国籍も越えて活動を楽しんでいます

～蕨中東カンフークラブ～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

鍛
錬
重
ね
な
が
ら
広
げ
る

交
流
と
健
康
づ
く
り
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


